
 

 

 

 

資料３－３ 

 

その他の留意事項について 
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介護職員による喀痰吸引等を実施する際の注意事項 

令和７年３月 

 

 

社会福祉士及び介護福祉士法に基づき、介護職員による特定行為（以下、喀痰吸引等）

を実施する場合には、利用者の安全のため、次の点に注意し、適切に実施してください。 

 

 

１．介護職員に認められる特定行為とは 

 

 

 

 

２．喀痰吸引等を実施できる介護職員 

 

 

※特別養護老人ホーム等における経過措置による認定者は、胃ろうによる経管栄養の

接続・注入はできませんのでご注意ください。 

 

 

これから認定証申請を予定している方への留意事項 

研修が修了しても、認定証の発行があるまでは行為はできません。 

 ※申請は余裕をもって行ってください。 

 

 

 

 

◎喀痰吸引（口腔内の吸引、鼻腔内の吸引、気管カニューレ内部の吸引） 

◎経管栄養（経鼻経管栄養、胃ろう又は腸ろうによる経管栄養） 

◎登録研修機関等において一定の研修を受け、都道府県による認定を受けた職員 

◎公益財団法人社会福祉振興・試験センターで喀痰吸引等の登録を行った

介護福祉士 
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３．登録喀痰吸引等事業者（登録特定行為事業者） 

 

 
 

～よくある指摘事項～ 

 ・業務方法書に定めている委員会について実施できていない 

 ・業務方法書に定めている研修について実施できていない 

 ・必要な変更届出がされていない（従事者名簿や事業所住所など） 

 

喀痰吸引等の実施に当たっては、適正な業務運営がなされるよう、定期的

（年１回以上）に自主点検を行ってください。 

詳しくは大阪府のホームページを御覧ください。 

 

【注意喚起・自主点検（事業者ページ）】 

https://www.pref.osaka.lg.jp/o090100/koreishisetsu/tankyuin_futokutei/05jigy

oushatennkenn.html 

 

これから事業者登録を予定している事業者への留意事項 

事業者登録申請日当日の喀痰吸引は原則実施できません。 

※必要な体制書類等を準備し、余裕をもって申請してください。 

 

用語説明 

◎登録喀痰吸引等事業者 

介護福祉士が喀痰吸引等を行う事業者で、介護福祉士に対する実地研修が実施できる事業者 

◎登録特定行為従事者 

認定特定行為業務従事者（都道府県による認定を受けた介護職員）が喀痰吸引等を行う事業者 

 

 

◎喀痰吸引等行為を実施する場合は、事業者登録が必要です 

◎社会福祉士及び介護福祉士法に定められた要件に従って実施する必要があります 

【お問い合わせ窓口（高齢者福祉サービスに関するもの）】 

 

大阪府福祉部高齢介護室施設指導グループ 喀痰吸引等担当 

 

TEL:０６－６９４４－７２０３ 
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介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
体
調
急
変
時
に
お
け
る
救
急
要
請
時
の
お
願
い

～
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
と
救
急
搬
送
情
報
共
有
シ
ー
ト
の
整
備
に
つ
い
て
～

大
阪
府

健
康
医
療
部

保
健
医
療
室

保
健
医
療
企
画
課

大
阪
府

福
祉
部

高
齢
介
護
室

介
護
事
業
者
課
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予
め
確
認
し
よ
う
！
い
ざ
と
な
っ
た
時
の
ご
本
人
・
ご
家
族
が
望
む
対
応
を
!!

サービス利⽤者の
⼼臓と呼吸が⽌まる

職員が発⾒

配置医師等に
連絡

配置医師等が
死亡確認

施設での看取り

救急隊到着

⼼肺蘇⽣

⼼肺蘇⽣を
継続し
医療機関へ
搬送

搬送先医療機関
での診察・治療
・死亡確認

配
置
医
師
・
か
か
り
つ
け
医
等
に
連
絡

救
急
車
を
要
請
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だ
か
ら
今
、

誰
で
も
、
い
つ
で
も
、
命
に
か
か
わ
る
大
き
な
け
が
や
病
気
を
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

自
ら
が
希
望
す
る
医
療
や
ケ
ア
を
受
け
る
た
め
に
大
切
に
し
て
い
る
こ
と
や
望
ん
で
い
る
こ
と
、
ど
こ
で
ど
の

よ
う
な
医
療
や
ケ
ア
を
望
む
か
自
分
自
身
で
前
も
っ
て
考
え
、
周
囲
の
信
頼
で
き
る
人
た
ち
と
話
し
合
い
、
共
有

し
て
お
く
こ
と
を
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
：
ア
ド
バ
ン
ス
・
ケ
ア
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
）
と
い
い
ま
す
。

人
生
会
議
を
重
ね
る
こ
と
で
あ
な
た
が
自
分
の
気
持
ち
を
話
せ
な
く
な
っ
た
「
も
し
も
の
と
き
」
に
、
あ
な
た
の

心
の
声
を
伝
え
る
か
け
が
え
の
な
い
も
の
に
な
り
、
あ
な
た
の
大
切
な
人
の
心
の
ご
負
担
を
軽
く
す
る
で
し
ょ
う
。

大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
：
人
生
会
議
（
Ａ
Ｃ
Ｐ
）
啓
発
資
材
を
配
布
し
て
い
ま
す

⇒
人
生
会
議
（
A
C
P）
啓
発
資
材
を
配
布
し
て
い
ま
す
／
大
阪
府
（
お
お
さ
か
ふ
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

[
O
s
ak
a
 
P
r
e
f
e
c
t
u
r
al
 
G
ov
e
r
n
m
e
n
t
]

（
健
康
医
療
部
保
健
医
療
室
保
健
医
療
企
画
課
在
宅
医
療
推
進
グ
ル
ー
プ
）

【
⼈
⽣
会
議
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
動
画
】
⼈
⽣
会
議
―
よ
り
良
く
⽣
き
る
た
め
に
―
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救
急
⾞
を
要
請
し
た
場
合
で
も
･･
･

利
用
者
の
救
急
搬
送
が
必
要
と
な
っ
た
場
合
に
、
病
院
や
救
急
隊
員
か
ら
職
員
の
付
き
添
い
の
要
請
が
さ
れ
ま
す
。

事
業
所
等
に
お
い
て
は
、
利
用
者
が
適
切
に
医
療
処
置
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
緊
急
搬
送
時
に
付
き
添
い
い
た
だ
い

て
い
る
一
方
で
、
事
業
所
等
の
人
員
体
制
等
に
よ
っ
て
は
、
必
ず
し
も
付
き
添
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
る
こ
と
も
想
定
さ
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
、
府
健
康
医
療
部
か
ら
、
改
め
て
救
急
搬
送
先
と
な
る
医
療
機
関
に
対
し
て
、
救
急
搬
送
時
に
付
き
添
い
を
求
め
る

際
に
は
、
事
業
所
等
の
実
情
を
踏
ま
え
て
過
度
な
負
担
を
求
め
る
こ
と
が
な
い
よ
う
配
慮
を
求
め
ま
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
医
療
機
関
が
付
き
添
い
を
求
め
る
理
由
に
は
、
利
用
者
の
既
往
歴
等
の
情
報
把
握
が
あ
り
ま
す
。

緊
急
時
に
事
業
所
等
・
救
急
隊
双
方
が
、
必
要
な
対
応
が
取
れ
る
よ
う
、
事
業
所
等
で
利
用
者
の
既
往
歴
等
を
ま
と
め
て
お
き
、

救
急
車
を
要
請
し
た
場
合
で
も
、
次
ペ
ー
ジ
の
「
別
紙
：
情
報
共
有
シ
ー
ト
」
を
救
急
隊
員
に
情
報
提
供
し
、
ス
ム
ー
ズ
な
対
応

が
可
能
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

利
用
者
の
体
調
急
変
に
備
え
、
日
頃
よ
り
、
利
用
者
の
既
往
歴
等
を
把
握
し
、
別
紙
を
ご
参
考
に
お
ま
と
め
く
だ
さ
い
。

※
な
お
、
誤
っ
て
救
急
要
請
し
た
場
合
で
も
、
ご
本
人
や
家
族
の
希
望
に
基
づ
き
、
か
か
り
つ
け
医
の
判
断
を
仰
い
だ
上
で
、

施
設
や
在
宅
で
の
看
取
り
を
行
う
取
組
が
一
部
の
地
域
で
は
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
場
合
も
、
施
設
利
用
者
の
情
報
の
共
有
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。
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別
紙
：
情
報
共
有
シ
ー
ト
（
参
考
様
式
）

※
こ
の
様
式
は
、
参
考
様
式
で
す
。
項
⽬
の
追
加
等
は
⾃
由
で
す
。
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介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
及
び
研
修
の
⼿
引
き
（
厚
労
省
）

•
00

09
47

52
4.

pd
f

•
介
護
現
場
に
お
け
る
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
事
例
集
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「職場のハラスメント撲滅府民運動」の標語を募集します！ 
 

 職場のハラスメントは個人の尊厳や人格を不当に傷つけ、労働者の人権侵害はもとより、

能力の発揮を阻害するものです。 

 大阪府では、大阪労働局や経済団体等と連携し、「職場のハラスメント撲滅府民運動」を

実施するにあたり、府民一人ひとりが職場のハラスメント撲滅について考える機会に繋げ

るために、標語を募集します。みなさま、奮ってご応募ください！ 

 

【応募内容】 

職場のハラスメント防止に向けた 4つの標語 

（テーマの趣旨が伝わるフレーズで、20 字程度） 

 

【応募テーマ】 

(1)職場のハラスメントの防止 

(2)カスタマーハラスメント（カスハラ）の防止 

(3)セクシュアルハラスメント（セクハラ）の防止 

(4)パワーハラスメント（パワハラ）の防止 

 

【応募資格】 

大阪府内にお住まいの方、大阪府内の事業所でお勤めの方又は学校に在籍している方 

 

【応募期間】 

令和 8年 6 月 1 日（月曜日）から令和 8年 7 月 31 日（金曜日）まで 

 

【応募方法】 

大阪府行政オンラインシステムの応募フォームから、標語と必要事項を入力してください。 

 

 

詳細については、大阪府ホームページ「職場のハラスメント撲滅にむけた標語募集ページ」

をご覧ください。 

https://roudou-soudan-center.pref.osaka.lg.jp/harassment/hyogoboshu/ 
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